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め
国
連
か
ら
制
裁
を
受
け
、

様
々
な
物
資
が
不
足
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
独
裁
者

の
フ
セ
イ
ン
は
自
身
の
誕
生

日
を
盛
大
に
祝
う
こ
と
を
国

民
に
強
制
し
て
い
ま
し
た
。

主
人
公
で
祖
母
と
二
人
暮
ら

し
の
９
歳
の
ア
ミ
の
学
校
で

も
、
フ
セ
イ
ン
の
誕
生
日
を

祝
う
係
な
ど
が
く
じ
引
き
で

決
め
ら
れ
、
ア
ミ
は
名
誉
あ

る
ケ
ー
キ
を
作
る
こ
と
に
決

ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
翌

朝
、
祖
母
は
ア
ミ
を
連
れ
街

に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
そ
れ
は
ケ
ー
キ
の
た
め

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
予
想
し
な
か
っ
た

展
開
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

ア
ミ
は
ケ
ー
キ
を
作
れ
る
で

し
ょ
う
か
？
懸
命
に
今
の
生

活
を
守
ろ
う
と
す
る
ア
ミ
の

　

「
大
統
領
の
ケ

ー
キ
」
は
、
１
９

９
０
年
代
の
イ
ラ

ク
が
舞
台
で
す
。

当
時
の
イ
ラ
ク
は

サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ

ン
が
、
ク
ウ
ェ
ー

ト
に
侵
攻
し
た
た

姿
は
た
く
ま
し
く
、
行
動
し

な
け
れ
ば
現
状
は
変
わ
ら
な

い
！
と
私
た
ち
に
気
づ
か
せ

て
く
れ
ま
す
。
７
月
10
日
よ

り
全
国
劇
場
公
開
。

　

「
平
行
と
垂
直
」
は
、
大

阪
を
舞
台
に
し
た
二
人
の
兄

妹
の
物
語
で
す
。
一
人
暮
ら

し
を
始
め
た
自
閉
ス
ペ
ク
ト

ラ
ム
症
の
兄
・
大
貴
（
安
田

章
大
）
は
、
独
自
の
規
則
を

持
っ
て
お
り
、
全
て
を
平
行

と
垂
直
に
並
べ
る
ほ
ど
几
帳

面
で
こ
だ
わ
り
が
強
く
、
い

つ
も
机
に
並
ぶ
食
器
も
丁
寧

に
揃
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

大
貴
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た

妹
・
希
（
の
ん
）
は
、
恋
人

の
雅
也
（
伊
島
空
）
か
ら
プ

ロ
ポ
ー
ズ
を
受
け
、
結
婚
を

決
意
し
ま
す
。
し
か
し
、
結

婚
話
を
聞
い
た
大
貴
は
不
安

を
隠
せ
ま
せ
ん
。
希
の
結
婚

話
を
き
っ
か
け
に
、
兄
妹
は

思
い
が
け
ず
未
来
に
向
き
合

う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ど

う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
排

他
的
な
社
会
で
は
気
づ
け
な

い
、
日
常
の
片
隅
に
あ
る
、

忘
れ
が
ち
な
思
い
や
り
、
気

づ
か
ぬ
う
ち
に

交
わ
し
て
い
る

優
し
さ
な
ど
が

描
か
れ
、
心
が

ポ
カ
ポ
カ
と
温

か
く
な
る
作
品

で
す
。
８
月
28

日
よ
り
全
国
劇

場
公
開
で
す
。

「
大
統
領
の
ケ
ー
キ
」

「
平
行
と
垂
直
」

ヒ
ン
ト　

誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き

よ
う

出
題
＝
山
本
汎
昭

「
パ
ズ
ル
」の
応
募
方
法

「
パ
ズ
ル
」の
応
募
方
法
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�
衰
え
た
り
消
え
失
せ
る
こ

と
。
意
気
～

�
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
略

�
沼
沢
の
底
な
ど
か
ら
発
生

す
る
ガ
ス

�
頭
を
低
く
下
げ
る
こ

と
、
平
身
○
○
○
○

�
生
活
・
勉
学
等
を
助
け
る

た
め
金
品
を
送
る
こ
と

�
果
物
等
に
含
ま
れ
る
糖
分

の
値

�
封
書
に
１
１
０
円
の
○
○

○
を
貼
る

�
灰
汁
、
何
と
読
む
？

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
テ
レ
ビ
で
野
球
の
試
合
を

○
○
○
○
し
た

❹
耳
→
聴
覚
。
舌
→
？

❼
弱
気
の
対

❽
職
・
地
位
か
ら
退
く
こ

と
。
～
興
行

❾
建
築
の
意
。
○
○
５
年
の

建
物

�
私
立
学
校
の
略

⓫
最
近
文
字
が
見
え
づ
ら
く

～
の
衰
え
を
感
じ
る

�
兄
弟
姉
妹
の
娘

�
三
冠
・
岩
窟
・
本
塁
打
○

○

タ
テ
の
カ
ギ

❶
失
っ
た
土
地
。
○
○
○
回

復
❷
ま
っ
す
ぐ
ま
と
も
に
見
る

こ
と

❸
○
○
せ
ぬ
出
来
事

❹
高
級
な
毛
皮
を
持
つ
イ
タ

チ
科
の
動
物

❺
○
○
の
荷
が
下
り
た
よ
う

な
安
堵
感

❻
う
や
ま
い
親
し
み
の
心
を

持
つ
こ
と

❽
人
の
生
死
や
健
康
に
直
接

関
わ
る
学
問
。
○
○
○
の

道
を
志
す

⓰
上
を
○
○
へ
の
大
騒
ぎ

�
♪
縦
の
○
○
は
あ
な
た
…

�
電
蓄
の
蓄
っ
て
何
の
略
？

�
答
え
を
記
し
た
文
章
。
～

用
紙

�
陰
暦
で
長
月
と
は

�
四
字
熟
語
、
晴
耕
○
○
○

�
切
り
上
げ
の
対
。
小
数
点

以
下
は
～

　

４
月
号
の
答
え
は
「
コ
エ

カ
ケ
テ
ナ
カ
マ
フ
ヤ
シ
（
声

か
け
て
仲
間
ふ
や
し
）」
で

し
た
。
応
募
数
は
ハ
ガ
キ
９

通
、
メ
ー
ル
１
０
５
通
、
合

計
１
１
４
通
で
し
た
。
次
の

10
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

当
選
者
（
敬
称
略
）

井
上
孝
朗
（
守
口
市
職
労
）、

川
居
健
一
（
寝
屋
川
市
職

労
）、
崎
山
智
枝
子
（
松
原

市
職
労
）、
長
島
知
香
（
全

教
豊
中
教
職
員
組
合
）、
宮

出
朋
枝
（
関
西
合
同
支
部
大

阪
分
会
）、
池
田
令
子
（
耳

原
病
院
労
働
組
合
）、
山
崎

志
保
（
お
お
さ
か
パ
ル
コ
ー

プ
労
組
）、
森
博
和
（
沢
井

製
薬
労
働
組

合
）、
近
藤
幸

子
（
福
保
労
）、

高
橋
雅
人
（
地

域
労
組
と
う
な

ん
）
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第第1717回回共済拡大交流集会開催共済拡大交流集会開催
　５月８日、大阪労連共済は第17回共済拡大
交流集会を開催しました。全労連共済専務理
事の佐久間智彦さんを講師に記念講演を行い
「共済運動で組合員の安心と結びつき、共済
加入をすすめ組織を強くしていこう」と呼び
かけられました。講演後には、各共済会の取
り組みについて、公務・民間の４組織から経

験報告が行われ、参加者同士の交流を深めま
した。また、大阪の春の拡大月間における加
入到達状況と今後の取り組みについて、前村
常務理事が報告。「共済の良さや意義を広く
知ってもらい、組合員の暮らしを守るために
も共済運動を広げ、労働組合の組織拡大につ
なげていこう」と訴えました。

　

大
阪
労
連
は
、「
最
低
賃

金
い
ま
す
ぐ
１
７
０
０
円
、

め
ざ
せ
２
０
０
０
円
、
全
国

一
律
最
低
賃
金
制
度
の
実

現
」
を
目
指
し
て
運
動
を
す

す
め
て
い
ま
す
。
大
阪
府
の

最
低
賃
金
は
、
現
在
１
１
７

７
円
で
す
。
１
日
８
時
間
、

週
40
時
間
働
い
て
も
年
収
は

２
２
５
万
円
程
度
で
、
こ
れ

で
は
貧
困
か
ら
抜
け
出
す
こ

と
は
で
き
ず
、
憲
法
25
条

「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限

度
の
生
活
を
営
む
権
利
」
が

保
障
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
歴

史
的
な
物
価
高
騰
の
中
で
労

働
者
の
生
活
は
さ
ら
に
厳
し

く
な
っ
て
お
り
、
最
低
賃
金

の
大
幅
な
引
き
上
げ
を
求
め

る
声
を
大
き
く
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

５
月
28
日
「
最
低
賃
金
い

ま
す
ぐ
１
７
０
０
円
以
上
、

全
国
一
律
最
低
賃
金
制
度
の

創
設
を
求
め
る
」
署
名
・
宣

伝
行
動
に
と
り
く
み
、
ビ
ラ

２
１
０
枚
を
配
布
し
、
15
筆

の
署
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

ビ
ラ
を
受
け
取
っ
た
方
か
ら

は
「
最
低
賃
金
に
近
い
金
額

で
働
い
て
い
る
。
今
の
物
価

高
騰
で
生
活
が
大
変
だ
」
と

い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

今
年
も
５
月
上
旬
か
ら
最

賃
体
験
に
と
り
く
み
23
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
「
実
際
に
最
低
賃
金
額

で
生
活
し
て
み
る
こ
と
で
、

社
会
の
仕
組
み
や
課
題
が
身

に
染
み
て
わ
か
っ
た
」
と
い

っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
職
場
や
地
域
で
、

署
名
を
軸
に
運
動
を
広
げ
、

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
よ

っ
て
、
誰
も
が
普
通
に
働
け

ば
人
間
ら
し
く
暮
ら
せ
る
社

会
を
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　５月15日、大阪高裁は、昨年１月
に大阪地裁が「非常勤講師は労働者
ではないので無期転換を認めない」
とした判決を取り消し、非常勤講師
４人について、大学の教育計画に基
づいて授業を行っていることなどか
ら大学の指揮監督下にある労働者だ
と認定。無期転換と地位確認を認め
る判決を言い渡しました。

職場の近況や機関紙の感
想などをお送り下さい。
紙面に掲載します。匿名
希望の場合は明記を。
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全
国
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大阪大学
非常勤講師
雇止め争議

勝利
判決

最低最低
賃金賃金

今号を6・7月合併号とし、来月の発行は休みます

大阪高裁控訴審


